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PJが目指す未来社会とPI研究の役割

PI研究の役割：
未来社会の「予測エンジン」

ワクチンや薬の開発には時間がかかる

ウイルス感染症の予測はむずかしい…

現在の課題

PJが目指す未来社会

数理モデルとAIにより「誰が・いつ・どれくらい悪化するか」
を事前に予測（先回りした判断を可能にする基盤研究）

PI研究のPJ内位置付け

兆しを先に捉え、
先回りして守る社会



公開フォーラム2026
～治すから防ぐ医療へ～

西山 尚来
東京科学大学 総合研究院 難治疾患研究所

計算システム生物学分野

「なおす」だけじゃダメですか？

「防ぐ」チカラはムムム ムゲンダイ！



人類と

感染症との

歴史

ピーテル・ブリューゲル、
「死の舞踏」、1562年ごろ

ガストン・メリンゲ、 1796年
「エドワード・ジェンナーの最初の予防接種」

未知の感染症に備える
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バンクシー、 2020年



感染症研究の
社会的課題

病原体の進化 グローバル化の加速

情報社会化自然環境の変化

薬剤耐性の獲得

急激な進化

新種の登場

熱帯域の拡大

人獣共通感染症の
蔓延

一日圏の拡大

水際対策の限界

人の流入・流出

誤情報の拡散

生成AIによる
情報汚染

社会的課題に挑むには分野横断的な協力が必要



数学で生命現象を説明

予測

フィードバック

モデル構築とパラメータ推定リアルワールド デジタルワールド

様々なシナリオ予測
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観測した値を説明可能な
尤もらしいパラメータを当てはめる

シミュレーションから得た情報を元に
新たな計画を立てる

= −
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数理モデル

If
もっと早く抗ウイルス薬を
投与していたら…?

モデルで薬剤投与の
シミュレーションする

Simulation

ウイルスが早く消滅
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実験計画に従って
データの再取得を行う

新たな計画の立案

Learning



早期に感染期間を予測するモデルの開発
コンゴ民主共和国での調査

数理モデル化
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病変が早く排除される⇨回復が早い！
病変がゆっくりと排除される⇨回復が遅い！

じゃあ、どのような情報を持っている人が回復が遅いのか？

発症日のデータ

AI
ウ
イ
ル
ス
量

104.61 (genomes/mL)

患者から

データ取得

各患者の症状進行を数値として明らかにする

Nishiyama T., Miura F., Science Translatioal Medicine, 2025



予測から、先回りして守る社会へ

PI研究の現在地 次のステップ PJが目指す
未来社会

兆しを捉え、
感染症が広がる前に

守る社会へ

「誰が・いつ・どれくら
い悪化するか」をもとに
先回りした判断を可能に
する

数理モデルとAIにより
感染症の経過を事前予測

• ウイルス量
• 症状進行
• 個人差

を数値化 未知の感染症にも対応予防・早期治療へ

今後の展望


